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（２）ふそう議会だより 平成19年11月１日 

平
成
平
成
18
年
度
年
度
の
決
算
決
算
を
審
議
審
議 

平
成
18
年
度
の
決
算
を
審
議 

　
平
成
19
年
9
月
3
日
か
ら
26
日
ま
で
9
月
定
例
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
今
定
例
会
で
は
平
成
18
年
度
の
一
般
会
計
を
始

め
と
し
て
各
特
別
会
計
の
決
算
認
定
案
が
提
出
さ
れ
、
審
議

の
結
果
、
全
会
計
と
も
原
案
ど
お
り
認
定
し
ま
し
た
。
 

  

　
平
成
18
年
度
決
算
総
額
は
、
歳
入
で

前
年
度
よ
り
３
億
９
６
９
５
万
円

（
２
・
６
％
）
増
加
し
、
１
５
４
億
３

３
２
４
万
円
、
歳
出
で
４
億
３
１
２
０

万
円
（
２
・
９
％
）
増
加
し
、
１
５
０

億
７
１
４
４
万
円
と
な
り
ま
し
た
。 

決
算
の
概
要

決
算
の
概
要 

決
算
の
概
要 

※普通会計とは一般会計と土地取得特別会計の合計から相互の繰入 
金や繰出金等を除いた財政統計上統一的に使用される会計 

　
な
お
、
次
の
各
種
の
指
数
を
算
出
す

る
普
通
会
計
で
は
、
歳
入
で
前
年
度
よ

り
３
億
７
４
９
９
万
円
（
４
・
６
％
）

増
加
し
、
歳
出
で
４
億
７
９
５
０
万
円

（
６
・
２
％
）の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。 

★
経
常
収
支
比
率 

　
人
件
費
や
扶
助
費
、
公
債
費
な
ど
の

義
務
的
性
格
の
強
い
経
常
的
経
費
に
対

し
て
充
当
で
き
る
、
徴
税
や
地
方
交
付

税
な
ど
の
経
常
一
般
財
源
収
入
額
と
減

税
補
て
ん
債
、
臨
時
財
政
対
策
債
を
加

え
た
額
の
比
率
で
あ
り
、
こ
の
数
値
が

低
い
ほ
ど
行
政
施
策
を
積
極
的
に
実
施

で
き
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

★
財
政
力
指
数 

　
行
政
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
一

般
財
源
に
対
す
る
税
収
入
の
割
合
を
、

過
去
３
年
の
平
均
数
値
で
示
し
た
も
の

で
あ
り
、
１
を
超
え
る
か
、
１
に
近
い

数
値
に
な
る
ほ
ど
必
要
な
経
費
を
税
収

で
賄
え
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
財
政

力
に
富
ん
で
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

扶
桑
町
の
財
政
状
況

扶
桑
町
の
財
政
状
況 

扶
桑
町
の
財
政
状
況 

平成18年度会計別決算状況（万円未満4捨5入） 

会 計 区 分  

一 般 会 計  

普 通 会 計  

土 地 取 得  

国 民 健 康 保 険  

老 人 保 健  

公共下水道事業 

介 護 保 険  

 

84億8, 321万円 

38万円 

28億8, 933万円 

22億9, 610万円 

4億1, 934万円 

13億4, 487万円 

84億8, 351万円 

82億7, 208万円 

32万円 

28億5, 985万円 

22億8, 063万円 

4億1, 009万円 

12億4, 484万円 

82億7, 232万円 

歳 入 金 額  歳 出 金 額  

特

別

会

計

 

区 　 分  18年度 町村平均 

89.2 

0.86 

7.8 

4.1

17年度 

87.8 

0.79 

8.2 

5.5

81.5 

0.99 

7.8 

7.7

経常収支比率 

（％） 

財 政 力 指 数  

公 債 費 比 率  
（％） 

実質収支比率 

（％） 

財政状況一覧表 

※財政力指数は３年間の平均値 
※町村平均は17年度の愛知県町村平均数値　 

★
公
債
費
比
率 

　
義
務
的
経
費
と
な
る
公
債
費
の
割
合

で
あ
り
、
財
政
構
造
の
弾
力
性
を
判
断

す
る
指
標
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

★
実
質
収
支
比
率 

　
形
式
収
支
か
ら
翌
年
度
に
繰
り
越
す

額
を
差
し
引
い
た
額
で
、
発
生
主
義
の

要
素
を
加
味
し
て
財
政
運
営
の
状
況
を

判
断
す
る
指
標
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

★
地
方
債
現
在
高 

　
平
成
17
年
度
か
ら
９
０
３
２
万
円
減

少
し
、
55
億
２
２
５
２
万
円
と
な
り
ま

し
た
。 

★
積
立
金
現
在
額 

　
平
成
17
年
度
か
ら
３
億
６
１
８
０
万

円
減
少
し
て
、
15
億
１
５
６
６
万
円
と

な
り
ま
し
た
。 

　
財
政
構
造
の
弾
力
性
を
判
断
す
る
指

標
と
し
て
使
わ
れ
る
経
常
収
支
比
率
は
、

前
年
度
の
87
・
８
％
と
比
較
し
て
１
・

４
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
、
89
・
２
％
と
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
全
国
町
村
平
均

（
平
成
17
年
度
88
・
９
％
）
に
比
べ
る

と
高
い
率
に
な
っ
て
お
り
注
意
が
必
要

で
す
。
減
税
補
て
ん
債
と
臨
時
財
政
対

策
債
を
経
常
一
般
財
源
か
ら
除
い
た
経

常
収
支
比
率
も
17
年
度
の
95
％
か
ら

０
・
７
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
、
95
・
７
％

と
な
り
ま
し
た
。 

　
な
お
、
決
算
の
黒
字
・
赤
字
を
判
断

す
る
「
実
質
収
支
額
」
に
つ
い
て
は
、

黒
字
と
な
り
ま
し
た
。 

交通安全キャンペーン 交通安全キャンペーン 
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務
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係

総
務
文
教
委
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係 

総
務
文
教
委
員
会
関
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平成19年11月１日 （３）ふそう議会だより 

災害時用仮設トイレ災害時用仮設トイレ 災害時用仮設トイレ 

　
昨
年
の
町
民
ま
つ
り
の
反
省
点
は
。

ま
た
、
今
年
は
ど
う
す
る
の
か
。 

　
会
場
周
辺
の
住
民
に
は
、
通
行
止

め
に
よ
る
不
便
を
か
け
た
。
ま
た
、

ご
み
の
投
げ
捨
て
も
あ
っ
た
。
今
年

は
、
事
業
内
容
は
例
年
ど
お
り
だ
が
、

新
た
に
、
ま
ち
づ
く
り
感
謝
状
の
贈

呈
等
を
予
定
し
て
い
る
。 

　
徒
歩
帰
宅
支
援
マ
ッ
プ
は
、
都
市

ガ
ス
の
分
配
装
置
等
危
険
な
場
所
を

調
査
し
た
上
で
作
成
し
て
い
る
か
。 

　
帰
宅
支
援
マ
ッ
プ
は
、
災
害
時
に

駅
や
国
道
等
か
ら
歩
い
て
自
分
の
家

に
帰
る
た
め
の
経
路
図
で
あ
る
の
で
、

危
険
場
所
は
調
査
し
て
い
な
い
。 

　
撤
去
し
た
放
置
自
転
車
は
、
ど
れ

く
ら
い
の
割
合
で
取
り
に
く
る
の
か
。

ま
た
、
取
り
に
こ
な
か
っ
た
自
転
車

の
処
分
は
。 

　
自
転
車
が
３
６
９
台
、
バ
イ
ク
が

12
台
で
引
取
率
は
47
％
で
あ
る
。
引

取
手
が
な
か
っ
た
自
転
車
は
、
無
料

で
処
分
し
、
使
用
で
き
な
い
も
の
が

多
い
た
め
、
リ
サ
イ
ク
ル
は
し
て
い

な
い
。 

　
柏
森
駅
の
周
辺
は
、
土
・
日
曜
日

に
多
く
自
転
車
が
放
置
さ
れ
て
い
る

が
、
取
り
締
ま
れ
な
い
か
。 

　
土
・
日
は
、
監
視
し
て
い
な
い
の

で
今
後
検
討
す
る
。 

　
防
災
資
材
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の

を
、
ど
こ
に
保
管
し
て
い
る
の
か
。 

　
各
小
学
校
の
防
災
倉
庫
に
は
、
仮

設
ト
イ
レ
、
カ
ン
パ
ン
、
ア
ル
フ
ァ

ー
米
等
、
学
習
等
供
用
施
設
な
ど
の

避
難
場
所
に
は
、
毛
布
や
カ
ン
パ
ン

等
、
地
区
の
自
主
防
災
倉
庫
に
は
、

発
電
機
、
リ
ヤ
カ
ー
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト

等
を
保
管
し
て
い
る
。 

　
近
年
、
建
売
住
宅
や
集
合
住
宅
が

多
く
建
築
さ
れ
、
初
期
消
火
用
の
消

火
栓
が
不
足
し
て
い
る
と
思
う
が
。 

　
防
火
水
槽
は
、
充
足
し
て
い
る
が
、

消
火
栓
は
、
予
算
的
な
こ
と
も
あ
り
、

研
究
し
た
い
。 

　
住
宅
耐
震
改
修
に
伴
う
固
定
資
産

税
の
減
免
額
は
。 

　
18
年
度
は
な
い
が
、
19
年
度
は
12

件
の
申
請
が
あ
り
、
減
免
額
は
９
万

９
千
円
で
あ
る
。 

　
教
職
員
の
民
間
企
業
へ
の
派
遣
研

修
の
内
容
は
。 

　
毎
年
、
各
校
１
名
を
学
校
長
の
人

選
に
よ
り
決
定
し
、
教
員
自
ら
が
研

修
先
を
選
定
、
交
渉
し
、
５
日
間
の

研
修
を
実
施
す
る
。 

　
学
校
給
食
費
の
未
納
の
状
況
は
。 

　
17
年
度
よ
り
未
納
者
は
減
っ
て
い

る
が
、
未
納
額
は
累
積
さ
れ
る
。 

　
歩
け
歩
け
大
会
の
過
去
の
参
加
人

数
は
。 

　
18
年
度
２
６
９
人
、
17
年
度
５
１

２
人
、
16
年
度
５
７
０
人
で
、
18
年

度
か
ら
中
学
生
以
上
に
入
場
料
の
負

担
が
必
要
と
な
っ
た
。 

歩け歩け大会開会式歩け歩け大会開会式 歩け歩け大会開会式 

  

　
小
泉
内
閣
の
誕
生
以
来
、
国
民
に

貧
困
と
格
差
の
拡
大
を
も
た
ら
し
た
。 

　
所
得
税
、
住
民
税
の
配
偶
者
特
別

控
除
や
定
率
減
税
の
廃
止
等
国
民
に

大
増
税
が
押
し
つ
け
ら
れ
た
。 

　
雇
用
の
問
題
で
も
、
労
働
基
準
法

の
改
悪
等
に
よ
っ
て
雇
用
の
不
安
定

化
が
も
た
ら
さ
れ
た
。 

　
社
会
保
障
の
関
係
で
も
、
年
金
保

険
料
は
上
が
り
、
も
ら
え
る
年
金
は

減
少
す
る
。
医
療
制
度
が
改
悪
さ
れ

る
等
国
民
の
生
活
が
破
壊
さ
れ
る
よ

う
な
政
治
が
続
い
て
き
た
。 

　
こ
う
し
た
と
き
に
、
住
民
の
暮
ら

し
を
守
り
、
福
祉
や
教
育
を
充
実
さ

せ
て
い
く
こ
と
が
地
方
自
治
体
で
あ

る
扶
桑
町
の
役
割
で
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
行
政
改
革
の
名
の
下
に
小

中
学
校
の
自
然
体
験
教
室
の
助
成
や

国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
が
ん
検
診

助
成
が
廃
止
さ
れ
た
。
少
子
化
対
策

を
行
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
に
保

育
料
の
値
上
げ
を
行
っ
た
。
障
害
者

自
立
支
援
法
の
施
行
に
よ
り
、
障
害

者
の
負
担
が
多
く
な
っ
た
の
に
助
成

措
置
を
と
ら
な
か
っ
た
等
、
国
と
一

緒
に
な
っ
て
住
民
の
暮
ら
し
を
破
壊

す
る
町
政
を
進
め
て
き
た
。 

　
住
民
の
立
場
に
立
っ
た
予
算
の
執

行
を
し
て
い
な
い
の
で
反
対
す
る
。 
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健
康
福
祉
委
員
会
関
係

健
康
福
祉
委
員
会
関
係 

健
康
福
祉
委
員
会
関
係 

　
交
通
災
害
共
済
へ
の
加
入
率
は
。 

　
加
入
率
は
、
37
・
１
％
で
、
12
市

町
中
５
番
目
で
あ
る
。 

　
高
齢
者
へ
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
の
助
成
を
拡
大
で
き
な
い
か
。 

　
高
齢
者
の
受
診
率
は
65
％
で
あ
り
、

受
診
率
を
上
げ
る
方
向
で
考
え
て
い

る
。 

　
80
歳
以
上
に
交
付
し
て
い
る
タ
ク

シ
ー
助
成
券
を
生
活
実
態
に
合
わ
せ

て
交
付
で
き
な
い
か
。 

　
44
人
の
介
護
認
定
者
に
追
加
交
付

し
た
が
、
来
年
度
に
向
け
て
検
討
す

る
。 

　
特
定
高
齢
者
の
該
当
者
は
。 

　
18
年
度
は
11
人
で
あ
っ
た
。 

産
業
建
設
委
員
会
関
係

産
業
建
設
委
員
会
関
係 
産
業
建
設
委
員
会
関
係 

　
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
利
用
料
は
、
ど

の
よ
う
に
運
用
し
た
の
か
。 

　
18
年
度
は
、
１
０
７
万
９
千
円
の

収
入
が
あ
り
、
ふ
れ
あ
い
夏
祭
り
、

童
話
コ
ン
サ
ー
ト
、
新
春
お
楽
し
み

会
、
講
演
会
等
を
開
催
し
た
。 

　
18
年
度
か
ら
が
ん
検
診
助
成
が
廃

止
さ
れ
た
が
、
国
民
健
康
保
険
加
入

者
の
受
診
率
は
。 

　
胃
が
ん
検
診
が
51
％
、
大
腸
が
ん

検
診
が
51
％
、
肺
が
ん
検
診
が
53
％

で
、
17
年
度
に
比
べ
10
ポ
イ
ン
ト
程

度
下
が
っ
て
い
る
。 

   

　
犬
の
ふ
ん
の
後
始
末
に
つ
い
て
、

条
例
を
制
定
す
る
考
え
は
。 

　
飼
い
主
の
モ
ラ
ル
が
問
題
で
あ
り
、

条
例
の
制
定
は
有
効
と
は
考
え
て
い

な
い
。 

　
エ
コ
ク
ラ
ブ
ひ
ま
わ
り
の
会
の
活

動
状
況
は
。 

　
月
に
１
回
役
場
の
玄
関
裏
で
、
古

着
等
の
販
売
や
古
新
聞
、
段
ボ
ー
ル

等
の
回
収
活
動
等
を
し
て
い
る
。 

　
柏
森
東
山
の
緑
地
保
全
状
況
は
。 

　
柏
森
東
山
は
、
ほ
と
ん
ど
が
市
街

化
調
整
区
域
で
あ
る
が
、
地
権
者
に

は
１
㎡
当
た
り
２
４
０
円
の
交
付
金

を
支
払
っ
て
お
り
、
引
続
き
緑
地
保

全
に
協
力
を
求
め
て
い
く
。 

　
砂
利
採
取
の
規
制
を
条
例
で
で
き

な
い
か
。 

　
砂
利
採
取
法
が
あ
り
、
そ
れ
を
上

回
る
規
制
は
で
き
な
い
。 

　
青
木
川
の
改
修
計
画
は
。 

　
事
業
化
さ
れ
て
い
る
の
は
、
カ
ル

コ
ス
の
北
側
ま
で
で
、
そ
の
先
は
白

紙
の
状
態
で
あ
る
。 

　
犬
猫
の
死
が
い
処
理
件
数
は
。 

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
平
日

３
１
５
０
円
、
休
日
６
３
０
０
円
で

委
託
し
、
１
６
４
頭
を
処
理
し
た
。 

　
公
共
下
水
道
事
業
の
起
債
の
償
還

が
ピ
ー
ク
に
な
る
の
は
い
つ
か
。 

　
借
入
れ
を
毎
年
１
億
５
０
０
０
万

円
し
、
５
年
据
置
、
30
年
償
還
、
利

率
２
・
５
％
で
平
成
40
年
が
ピ
ー
ク

と
な
る
。
金
額
は
、
２
億
２
９
９
７

万
４
０
０
０
円
と
な
る
。 

  

　
平
成
18
年
度
は
、
税
収
の
増
に
よ

り
、
18
年
度
末
財
政
調
整
基
金
は
、

過
去
最
高
額
を
計
上
す
る
こ
と
に
な

っ
た
が
、
今
後
は
楽
観
で
き
る
財
政

状
況
で
は
な
い
。 

　
歳
出
に
お
い
て
も
、
多
大
な
支
出

を
必
要
と
す
る
懸
案
事
業
が
数
多
く

控
え
て
い
る
。 

　
本
町
の
未
来
を
託
す
子
ど
も
た
ち

に
負
担
を
担
わ
せ
る
こ
と
が
な
い
よ

う
、
今
後
も
無
駄
な
経
費
を
削
り
、

よ
り
一
層
の
歳
入
増
を
目
指
す
と
と

も
に
、
健
全
財
政
を
維
持
し
て
い
く

こ
と
を
要
望
し
て
賛
成
す
る
。 

  

　
審
査
に
お
い
て
指
摘
が
あ
っ
た
点

を
十
分
検
討
精
査
さ
れ
、
来
年
度
の

予
算
に
適
切
に
反
映
さ
れ
る
こ
と
を

求
め
る
と
と
も
に
、
経
常
収
支
比
率

が
95
％
を
超
え
る
硬
直
化
し
た
財
政

状
況
の
中
、
長
期
的
展
望
に
よ
る
効

率
的
・
効
果
的
な
財
政
運
営
と
財
源

の
安
定
的
確
保
に
積
極
的
に
取
り
組

ま
れ
た
い
。 

　
ま
た
、
住
民
協
働
に
よ
る
活
力
あ

る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
と
集
中
改
革

プ
ラ
ン
に
基
づ
く
、
具
体
的
成
果
を

も
た
ら
す
行
財
政
改
革
を
進
め
ら
れ

る
こ
と
を
要
望
し
て
賛
成
す
る
。 
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補
正
予
算
等

補
正
予
算
等
の
概
要

の
概
要 

補
正
予
算
等
の
概
要 

　
平
成
19
年
９
月
定
例
会
で
は
、
一
般
会
計
補
正
予
算
や
特
別

会
計
補
正
予
算
、
条
例
の
改
正
、
請
願
や
陳
情
な
ど
25
案
件
の

審
議
を
行
い
ま
し
た
。 

一
般
会
計
補
正
予
算

一
般
会
計
補
正
予
算 

一
般
会
計
補
正
予
算 

  

　
９
月
定
例
会
で
可
決
し
た
一
般
会
計

補
正
予
算
の
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。 

  

個
人
町
民
税
　
▲
１
２
８
２
万
１
千
円 

　
退
職
所
得
の
減
少
等
に
よ
る
所
得
割

額
の
減
額
で
す
。 

法
人
町
民
税
　
　
　
　
６
５
２
６
万
円 

　
主
に
、
３
号
法
人
（
資
本
金
が
10
億

円
を
超
え
、
従
業
員
の
合
計
が
50
人
以

下
の
法
人
）
の
法
人
税
割
の
伸
び
に
よ

る
増
額
で
す
。 

普
通
交
付
税
　
　
　
　
▲
４
０
０
万
円 

　
法
人
の
償
却
資
産
の
増
収
等
に
よ
り
、

基
準
財
政
収
入
額
が
基
準
財
政
需
要
額

を
上
回
っ
た
こ
と
に
よ
る
減
額
で
す
。 

　
な
お
、
こ
の
減
額
に
よ
り
、
今
年
度

不
交
付
団
体
と
な
り
し
た
。 

財
政
調
整
基
金
繰
入
金 

　
　
　
　
　
　
▲
１
６
９
０
万
８
千
円 

　
法
人
町
民
税
の
増
額
等
今
回
の
補
正

予
算
の
精
査
に
よ
る
も
の
で
す
。 

  

財
政
調
整
基
金
積
立
金 

　
　
　
　
　
　
▲
４
４
４
３
万
５
千
円 

　
地
方
財
政
法
の
規
定
に
よ
り
、
前
年

度
繰
越
金
の
２
分
の
１
以
上
を
積
み
立

て
る
も
の
で
、
繰
越
金
額
が
見
込
み
よ

り
減
少
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。 新しくなった街路灯新しくなった街路灯 新しくなった街路灯 

障
害
者
自
立
支
援
費
支
給
事
務
費 

　
　
　
　
　
　
　
　
１
８
９
万
３
千
円 

　
視
覚
障
害
者
の
た
め
の
拡
大
読
書
器
、

活
字
読
上
装
置
の
購
入
及
び
就
労
意
欲

の
向
上
、
授
産
施
設
の
利
用
促
進
を
図

る
た
め
の
障
害
者
就
労
支
援
奨
励
金
な

ど
で
す
。 

児
童
遊
園
整
備
費
　
　
　
４
９
１
万
円 

　
９
か
所
の
児
童
遊
園
で
遊
具
の
入
替

え
、
17
か
所
の
児
童
遊
園
で
遊
具
の
修

繕
を
行
う
も
の
で
す
。 

一
般
不
妊
治
療
費
扶
助
費 

　
　
　
　
　
　
　
　
１
１
６
万
３
千
円 

　
平
成
19
年
７
月
か
ら
不
妊
治
療
に
要

す
る
費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
こ
と
に

よ
り
、
経
済
的
な
負
担
を
軽
減
す
る
も

の
で
す
。 

商
工
業
振
興
事
業
費
１
９
３
万
６
千
円 

老
朽
化
等
に
よ
る
柏
森
商
店
街
の
街
路

灯
80
基
の
建
替
え
の
た
め
の
助
成
金
で
、

今
回
、
愛
知
県
の
補
助
金
の
交
付
を
受

け
増
額
す
る
も
の
で
す
。 

町
道
整
備
事
業
費
　
１
２
８
万
５
千
円 

　
子
ど
も
や
弱
者
を
守
る
た
め
、
県
道

小
淵
・
江
南
線
の
斎
藤
学
習
等
供
用
施

設
の
前
に
待
避
場
所
を
設
置
す
る
も
の

で
す
。 

図
書
館
活
動
費
　
　
　
９
３
万
６
千
円 

　
図
書
館
前
の
歩
道
の
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ

キ
ン
グ
の
修
繕
工
事
及
び
図
書
館
の
経

年
劣
化
に
よ
る
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
修
繕

工
事
で
す
。 

  

　
政
府
が
行
っ
た
構
造
改
革
路
線
に

沿
っ
た
住
民
を
苦
し
め
る
町
政
が
行

わ
れ
て
き
て
い
る
。 

　
今
、
扶
桑
町
に
住
民
の
暮
ら
し
を

守
る
と
い
う
努
力
が
求
め
ら
れ
る
の

に
、
そ
れ
と
は
逆
に
、
敬
老
祝
い
金

や
保
養
所
助
成
の
廃
止
、
国
民
健
康

保
険
税
や
保
育
料
の
値
上
げ
と
、
国

の
悪
政
に
追
い
打
ち
を
か
け
る
よ
う

な
行
政
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。 

　
今
回
の
補
正
は
、
財
政
調
整
基
金

を
減
額
し
な
が
ら
住
民
の
暮
ら
し
に

直
接
影
響
が
な
い
と
こ
ろ
に
予
算
が

計
上
さ
れ
て
い
る
の
で
反
対
す
る
。 

  

　
歳
入
で
は
、
町
民
税
の
個
人
の
所

得
割
は
減
額
で
あ
る
が
、
法
人
税
割

は
、
増
額
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、

普
通
交
付
税
は
、
地
方
交
付
税
不
交

付
団
体
確
定
に
よ
る
減
額
と
な
っ
て

い
る
。 

　
歳
出
で
は
、
様
々
な
ソ
フ
ト
ウ
エ

ア
の
修
正
や
保
守
の
費
用
が
見
受
け

ら
れ
る
が
、
費
用
を
か
け
す
ぎ
な
い

よ
う
対
応
を
検
討
さ
れ
た
い
。
ま
た
、

住
民
の
安
心
安
全
の
た
め
の
事
業
は
、

速
や
か
に
実
施
さ
れ
た
い
。 

　
今
回
の
補
正
予
算
を
総
合
的
に
判

断
し
て
賛
成
す
る
。 
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条
例
の
主
な
内
容
と
結
果 

　
扶
桑
町
特
別
職
の
職
員
の
給
与
及
び

旅
費
に
関
す
る
条
例
の
特
例
に
関
す
る

条
例
の
制
定
（
議
員
提
案
） 

　
町
長
の
給
料
月
額
を
平
成
19
年
11
月

１
日
か
ら
平
成
20
年
８
月
28
日
ま
で
の

間
、
88
万
円
か
ら
60
万
円
に
減
額
す
る

条
例
で
す
。
　
　
　
　
　
﹇
否
　
決
﹈ 

扶
桑
町
入
浴
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

　
入
浴
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
場
合
の
本

人
負
担
が
５
％
に
な
る
用
件
を
改
正
す

る
も
の
で
、
市
町
村
民
税
の
世
帯
の
総

額
を
10
万
円
未
満
か
ら
16
万
円
未
満
に

引
き
上
げ
る
条
例
で
す
。
﹇
可
　
決
﹈ 訪問入浴サービス訪問入浴サービス 訪問入浴サービス 

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
及
び 

補
充
員
が
決
定 

　
平
成
19
年
10
月
31
日
に
任
期
満
了
と

な
る
扶
桑
町
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
及

び
補
充
員
の
選
挙
が
９
月
26
日
の
本
会

議
で
行
わ
れ
、
次
の
方
が
当
選
さ
れ
ま

し
た
。 

扶
桑
町
選
挙
管
理
委
員
会
委
員 

　
安
田
　
士
朗
　
氏 

　
　
（
昭
和
20
年
生
・
高
雄
在
住
） 

　
千
田
　
季
秋
　
氏 

　
　
（
昭
和
８
年
生
・
高
雄
在
住
） 

　
浅
井
　
幹
雄
　
氏 

　
　
（
昭
和
11
年
生
・
高
木
在
住
） 

　
長
谷
川
　
正
好
　
氏 

　
　
（
昭
和
16
年
生
・
小
淵
在
住
） 

扶
桑
町
選
挙
管
理
委
員
会
補
充
員 

　
川
野
　
光
彦
　
氏 

　
　
（
昭
和
21
年
生
・
高
雄
在
住
） 

　
大
貫
　
　
晟
　
氏 

　
　
（
昭
和
19
年
生
・
高
雄
在
住
） 

　
安
藤
　
　
猛
　
氏 

　
　
（
昭
和
13
年
生
・
柏
森
在
住
） 

　
北
折
　
幸
弘
　
氏 

　
　
（
昭
和
18
年
生
・
小
淵
在
住
） 

　
な
お
、
補
充
員
の
安
藤
猛
氏
が
当
選

を
辞
退
さ
れ
た
た
め
、
10
月
９
日
の
臨

時
会
で
次
の
方
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。 

　
林
　
　
隆
生
　
氏 

　
　
（
昭
和
19
年
生
・
柏
森
在
住
） 

請
願
・
陳
情
の
結
果 

■
学
級
規
模
の
縮
小
と
次
期
定
数
改
善 

　
計
画
の
実
施
を
求
め
る
請
願
書 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
﹇
採
　
択
﹈ 

■
悪
質
商
法
を
助
長
す
る
ク
レ
ジ
ッ
ト 

　
の
被
害
を
防
止
す
る
た
め
、
割
賦
販 

　
売
法
の
抜
本
的
改
正
に
関
す
る
請
願 

　
書
　
　
　
　
　
　
　
　
　
﹇
採
　
択
﹈ 

■
国
の
私
学
助
成
の
拡
充
に
関
す
る
意 

　
見
書
の
提
出
を
求
め
る
陳
情
書 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
﹇
採
　
択
﹈ 

■
愛
知
県
の
私
学
助
成
の
拡
充
に
関
す 

　
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
陳
情
書 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
﹇
採
　
択
﹈ 

■
市
町
村
独
自
の
私
学
助
成
の
拡
充
を 

　
求
め
る
陳
情
書
　
　
　
　
﹇
不
採
択
﹈ 

　
７
月
９
日
（
月
）
に
臨
時
会
を
開

催
し
、
受
益
者
負
担
金
納
期
前
納
付

報
奨
金
の
増
額
等
に
伴
う
平
成
19
年

度
扶
桑
町
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
及
び
扶
桑
文
化
会
館
改

修
工
事
に
伴
う
工
事
請
負
契
約
の
締

結
に
つ
い
て
審
議
し
、
い
ず
れ
も
原

案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。 

　
８
月
21
日
（
火
）
に
臨
時
会
を
開

催
し
、
柏
森
小
学
校
の
増
築
工
事
の

設
計
単
価
の
入
替
え
に
伴
う
平
成
19

年
度
扶
桑
町
一
般
会
計
補
正
予
算
を

審
議
し
、
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し

た
。 

８
月
臨
時
会
を
開
催

８
月
臨
時
会
を
開
催 

８
月
臨
時
会
を
開
催 

７
月
臨
時
会
を
開
催

７
月
臨
時
会
を
開
催 

７
月
臨
時
会
を
開
催 

下水道取付管説明会（扶桑町役場）下水道取付管説明会（扶桑町役場） 下水道取付管説明会（扶桑町役場） 

外国人講師による授業（高雄小学校）外国人講師による授業（高雄小学校） 外国人講師による授業（高雄小学校） 



平成19年11月１日 （７）ふそう議会だより 

観
光
資
源
・
観
光
ル
ー
ト
の
開
発
を

観
光
資
源
・
観
光
ル
ー
ト
の
開
発
を 

観
光
資
源
・
観
光
ル
ー
ト
の
開
発
を 

伊
藤
伊
佐
夫
議
員 

小
淵
の
渡
し
の
復
活
は 

　
国
際
観
光
都
市
犬
山
市
に
隣
接
す
る

地
の
利
を
生
か
し
「
小
淵
の
渡
し
」
「
扶

桑
緑
地
公
園
」
「
守
口
大
根
の
里
」
な

ど
観
光
資
源
・
観
光
ル
ー
ト
を
開
発
す

る
考
え
は
な
い
か
。 

　
小
淵
の
渡
し
は
、
大
正
末
期
ま
で
渡

船
場
が
あ
り
、
昭
和
40
年
に
史
跡
と
し

て
残
し
た
。
犬
山
の
頭
首
口
が
完
成
し

て
か
ら
水
の
流
量
も
変
わ
り
、
許
可
は

難
し
い
と
思
う
。 

 
木
曽
川
沿
川
地
域
と
の
交
流
を 

　
源
流
地
域
や
周
辺
市
町
の
交
流
を
。 

　
先
人
に
よ
っ
て
残
さ
れ
た
も
の
を
生

か
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に
努
め

る
。
扶
桑
緑
地
公
園
を
交
流
の
場
と
し

て
活
用
し
て
ほ
し
い
。 

 

地
域
交
通
シ
ス
テ
ム
の
確
立
を 

　
近
隣
市
町
で
地
域
交
通
が
整
備
さ
れ

つ
つ
あ
る
。
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
な
ど

検
討
し
て
は
ど
う
か
。 

　
民
間
参
入
も
検
討
中
だ
が
、
面
積
の

面
で
難
し
い
。
町
営
で
は
相
当
の
財
政

負
担
と
な
る
。
わ
が
町
に
即
し
た
シ
ス

テ
ム
を
検
討
し
た
い
。 

 

特
別
支
援
教
育
の
整
備
は 

　
特
別
支
援
教
育
の
マ
ン
パ
ワ
ー
は
確

保
で
き
て
い
る
か
。 

　
特
殊
学
級
を
特
別
支
援
学
級
に
変
更

し
た
。
受
入
児
童
も
増
え
て
い
る
。
19

年
度
は
支
援
員
を
27
人
配
置
し
て
い

る
。 

 

の
ど
を
潤
し
て
ま
ち
づ
く
り
を 

　
「
Ａ
Ｅ
Ｄ
内
臓
」
「
災
害
時
対
応
」

「
募
金
箱
付
」
「
情
報
発
信
型
」
「
通

学
児
童
を
見
守
る
」
な
ど
社
会
貢
献
型

の
機
能
を
持
つ
自
販
機
を
活
用
し
た
ま

ち
づ
く
り
を
し
て
は
ど
う
か
。 

　
先
進
的
事
例
を
参
考
に
し
な
が
ら
、

今
後
、
検
討
し
て
い
く
。 

小淵の渡し跡小淵の渡し跡 小淵の渡し跡 

教
育
委
員
会
委
員
の 

　
　
　
　
選
任
に
同
意 

 

川
田
　
洋
子
　
氏 

　
昭
和
35
年
生
ま
れ 

　
扶
桑
町
大
字
南
山
名
在
住 

12月定例会の開催予定日 

12月  3日� 開会　・　提案説明 

12月  7日� 一般質問 

12月10日� 一般質問 

12月11日� 議案質疑 

12月12日� 産業建設常任委員会 

12月13日� 総務文教常任委員会 

12月14日� 健康福祉常任委員会 

12月19日� 委員長報告・討論・採決・閉会 

※
渡
辺
勝
議
員
は
、
一
般
質
問
を
行
い

ま
し
た
が
、
原
稿
未
提
出
の
た
め
掲

載
し
て
い
ま
せ
ん
。 
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新
井
三
郎
議
員 
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
制
度
の
導
入
に
つ
い
て

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
制
度
の
導
入
に
つ
い
て 

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
制
度
の
導
入
に
つ
い
て 

　
法
令
等
に
の
っ
と
っ
た
事
務
事
業
の

執
行
や
不
当
要
求
へ
の
対
応
状
況
は
。 

　
職
員
の
基
本
的
姿
勢
の
問
題
で
、
職

員
は
、
全
体
の
奉
仕
者
で
あ
る
こ
と
を

深
く
自
覚
し
、
住
民
か
ら
信
頼
さ
れ
る

職
員
と
な
る
よ
う
不
断
か
ら
公
務
員
と

し
て
の
資
質
の
向
上
に
努
め
る
と
と
も

に
、
常
に
公
共
の
利
益
の
増
進
を
目
指

し
て
公
正
な
職
務
の
遂
行
に
当
た
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
扶
桑
町
に
は
「
扶

桑
町
不
当
要
求
行
為
等
対
策
要
綱
」
が

あ
る
。 

　
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
の
導
入
の
考
え
は
。 

　
現
在
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
の
導
入
は
検
討
し
て
い
な
い
。

扶
桑
町
不
当
要
求
行
為
等
対
策
要
綱
に

示
さ
れ
た
「
不
当
要
求
行
為
等
対
策
リ

ー
ダ
ー
」
が
あ
る
。
各
課
の
長
が
中
心

に
担
当
の
行
政
事
務
や
事
務
執
行
が
、

法
令
・
規
則
に
適
合
し
て
い
る
か
ど
う

か
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
と
と
も
に
、
不
当

要
求
行
為
に
対
し
て
も
連
絡
調
整
・
指

導
及
び
適
正
な
対
応
を
行
っ
て
い
る
。 

　
安
心
し
て
通
行
で
き
る
歩
道
や
車
道

の
方
向
性
は
。 

　
自
転
車
事
故
は
増
加
傾
向
で
、
特
に

歩
行
者
と
自
転
車
の
交
通
事
故
が
増
加

し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
自
転
車
・
歩

行
者
が
安
全
に
安
心
し
て
通
行
で
き
る

道
路
環
境
を
構
築
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。 

　
自
転
車
利
用
者
に
対
し
て
、
歩
道
に

お
け
る
歩
行
者
優
先
、
車
道
寄
り
通
行

等
の
ル
ー
ル
の
徹
底
を
図
る
指
導
・
啓

発
を
実
施
す
る
。
ま
た
、
自
転
車
の
歩

道
通
行
可
規
制
を
実
施
し
て
い
る
歩
道

で
は
、
自
転
車
利
用
者
に
対
し
て
、
通

行
等
の
ル
ー
ル
の
指
導
・
啓
発
を
実
施

す
る
。 

自転車が走行できる歩道自転車が走行できる歩道 自転車が走行できる歩道 

早
急
に
般
若
用
水
の
改
修
を

早
急
に
般
若
用
水
の
改
修
を 

早
急
に
般
若
用
水
の
改
修
を �

木
鎬
逸
議
員 

　
県
営
畑
地
帯
総
合
土
地
改
良
事
業
は
、

平
成
５
年
度
か
ら
始
ま
り
、
江
南
市
内

ま
で
工
事
が
行
わ
れ
た
。
今
年
度
で
国

が
事
業
を
廃
止
す
る
た
め
、
上
流
の
般

若
用
水
の
改
修
工
事
を
残
し
た
ま
ま
終

了
と
な
っ
て
し
ま
う
。
町
か
ら
県
、
国

に
今
ま
で
ど
お
り
県
営
畑
地
帯
総
合
土

地
改
良
工
事
と
し
て
行
え
る
よ
う
強
く

要
望
を
す
べ
き
で
は
。 

　
用
水
路
は
未
改
修
の
ま
ま
残
っ
て
し

ま
う
こ
と
に
な
っ
た
。
扶
桑
町
と
し
て

は
、
引
き
続
き
県
営
事
業
と
し
て
、
事

業
を
実
施
で
き
る
よ
う
要
望
し
て
い
る

が
、
県
か
ら
は
よ
い
回
答
を
い
た
だ
い

て
い
な
い
。
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
平

成
５
年
の
畑
総
事
業
採
択
時
点
に
調
節

池
の
整
備
を
約
束
し
て
い
た
が
、
調
節

池
が
い
ま
だ
に
で
き
て
い
な
い
の
で
、

県
営
事
業
の
畑
総
工
事
を
始
め
る
こ
と

が
で
き
な
い
。
今
年
度
は
、
池
の
候
補

地
の
選
定
を
し
、
関
係
地
主
の
調
査
、

基
本
に
な
る
た
め
の
資
料
を
収
集
し
、

国
、
県
の
補
助
金
を
受
け
る
よ
う
進
め

る
。
来
年
度
は
、
用
地
買
収
及
び
効
率

的
な
調
節
池
設
置
の
た
め
の
地
下
水
位

や
土
質
な
ど
の
基
本
事
項
を
調
査
し
、

調
節
池
の
用
地
買
収
の
目
処
が
立
っ
た

時
点
で
、
県
に
対
し
て
強
力
に
事
業
再

開
を
働
き
か
け
、
改
修
工
事
が
着
手
さ

れ
る
よ
う
努
力
し
て
い
く
。 

 

地
震
災
害
時
点
は
人
員
確
認
が
最
重
点 

　
地
震
災
害
時
点
で
の
扶
桑
町
３
万
３

０
０
０
人
の
把
握
が
３
時
間
以
内
に
で

き
る
体
制
は
整
っ
て
い
る
の
か
。 

　
す
ぐ
に
災
害
本
部
を
立
ち
上
げ
、
非

常
配
備
体
制
を
と
り
、
各
地
区
の
自
主

防
災
会
長
、
区
長
、
駐
在
員
等
と
連
絡

を
取
り
合
い
な
が
ら
状
況
確
認
に
努
め

る
計
画
で
あ
る
。 

般若用水般若用水 般若用水 
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危
機
管
理
に
つ
い
て

危
機
管
理
に
つ
い
て 

危
機
管
理
に
つ
い
て 

近
藤
泰
樹
議
員 

　
昔
か
ら
、
日
本
は
空
気
と
水
は
た
だ

と
言
わ
れ
て
き
た
。
人
口
の
大
都
市
集

中
化
、
経
済
活
動
の
発
展
に
伴
い
、
予

想
が
で
き
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
生
じ

る
よ
う
に
な
っ
た
り
、
地
球
温
暖
化
に

よ
り
、
台
風
の
大
型
化
や
一
極
集
中
型

の
ゲ
リ
ラ
豪
雨
な
ど
災
害
や
危
険
な
状

態
が
多
く
な
っ
た
。
こ
れ
か
ら
は
危
機

管
理
を
し
て
、
事
前
に
被
害
を
少
な
く

す
る
よ
う
に
考
え
行
動
す
べ
き
だ
と
思

う
。 

　
災
害
時
に
町
内
の
保
育
園
児
、
小
中

学
校
生
へ
の
対
応
は
万
全
か
。 

　
保
育
園
、
小
中
学
校
と
も
に
定
期
的

に
避
難
訓
練
を
実
施
し
て
い
る
。 

　
ま
た
、
小
中
学
校
で
は
生
徒
を
保
護

者
へ
引
き
渡
す
訓
練
も
行
っ
て
い
る
。 

　
災
害
時
に
町
民
へ
の
対
応
は
。 

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
避
難
所
の
場
所
を

周
知
し
、
広
報
無
線
を
有
効
に
活
用
し

て
防
災
の
啓
発
を
進
め
て
い
く
。
毎
年

９
月
１
日
に
は
防
災
訓
練
を
し
て
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
の
協
働
で
有
意
義

で
安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
を
し
て
い

く
。 

　
巾
下
用
水
が
宅
地
造
成
や
水
田
埋
立

て
に
よ
り
、
危
険
な
状
態
に
な
っ
て
い

な
い
か
。 

　
浸
透
ま
す
の
設
置
や
宅
地
開
発
指
導

要
綱
や
特
定
河
川
浸
水
被
害
対
策
法
を

遵
守
す
る
よ
う
指
導
し
、
貯
留
施
設
の

設
置
な
ど
模
索
し
て
い
く
。 

　
愛
知
県
の
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
条
例

に
し
て
、
扶
桑
町
に
あ
っ
た
安
心
安
全

な
条
例
を
制
定
す
べ
き
で
は
。 

　
現
在
「
犬
山
・
扶
桑
安
全
な
ま
ち
づ

く
り
推
進
協
議
会
」
を
設
立
し
、
地
域

安
全
活
動
を
効
果
的
に
推
進
す
る
た
め
、

警
察
、
自
治
体
、
事
業
所
、
地
域
住
民

が
一
体
と
な
っ
て
活
動
中
で
あ
る
。
防

犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
は
町
内
で
18
団
体
結

成
さ
れ
、
活
動
中
で
あ
る
。 

18番目の防犯パトロール隊発足式（東川地区）番目の防犯パトロール隊発足式（東川地区） 18番目の防犯パトロール隊発足式（東川地区） 

新
扶
桑
町
総
合
計
画
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
つ
い
て

新
扶
桑
町
総
合
計
画
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
つ
い
て 

新
扶
桑
町
総
合
計
画
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
つ
い
て 

浅
井
捷
史
議
員 

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
参
加
者
は
ど
の
程
度

理
解
さ
れ
た
と
考
え
て
い
る
か
。 

　
当
日
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、
７

割
が
満
足
し
て
賛
同
す
る
。
協
働
に
つ

い
て
は
３
割
が
必
要
と
の
回
答
を
得
て

い
る
。 

　
今
後
、説
明
会
な
ど
の
開
催
予
定
は
。 

　
今
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。 

　
①
冊
子
の
配
布
先
。
②
今
回
第
４
次

と
な
る
が
そ
の
取
扱
い
。
③
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
の
成
果
。
④
実
施
計
画
の

策
定
予
定
は
。 

　
①
全
戸
に
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
を
配
布
。

②
今
後
は
第
４
次
を
併
用
。
③
町
民
３

名
の
方
よ
り
あ
り
。
④
見
直
し
を
か
け

な
が
ら
３
年
ご
と
に
策
定
す
る
。 

 

広
報
ふ
そ
う
の
表
紙
に
つ
い
て 

　
平
成
17
年
10
月
号
か
ら
、
10
年
後
の

扶
桑
町
と
い
う
テ
ー
マ
で
表
紙
に
絵
が

掲
載
さ
れ
丸
２
年
に
な
る
が
、
何
か
得

た
こ
と
は
あ
っ
た
か
。 

　
そ
れ
ぞ
れ
キ
ー
ワ
ー
ド
が
あ
り
、
思

い
や
り
・
愛
・
花
・
自
然
な
ど
描
か
れ

た
絵
よ
り
感
じ
る
も
の
が
あ
っ
た
。 

 

ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
に
つ
い
て 

　
扶
桑
町
で
の
実
態
は
。 

　
現
在
の
と
こ
ろ
愛
知
県
、
扶
桑
町
と

も
実
態
を
つ
か
ん
で
い
な
い
。 

 

町
民
プ
ー
ル
に
つ
い
て 

　
平
成
19
年
の
利
用
者
数
の
実
績
は
。 

　
５
２
６
３
人
。
昨
年
よ
り
７
４
２
人

減
少
。 

 

公
共
下
水
道
事
業
に
つ
い
て 

　
①
供
用
開
始
地
区
の
利
用
状
況
②
受

益
者
負
担
金
の
納
入
状
況
③
高
木
東
地

区
内
の
工
事
予
定
は
。 

　
①
現
稼
動
15
・
３
％
②
納
入
者
91
・

２
％
う
ち
前
納
者
87
・
５
％
③
３
か
所

予
定
し
て
い
る
。
工
期
が
同
時
期
な
の

で
、
地
元
住
民
に
迷
惑
が
か
か
ら
な
い

よ
う
配
慮
し
施
工
す
る
。 

新扶桑町総合計画シンポジウム新扶桑町総合計画シンポジウム 
（中央公民館）（中央公民館） 
新扶桑町総合計画シンポジウム 
（中央公民館） 



学
校
関
係
に
つ
い
て

学
校
関
係
に
つ
い
て 

学
校
関
係
に
つ
い
て 
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間
宮
進
示
議
員 

全
国
学
力
テ
ス
ト
に
つ
い
て 

　
本
年
４
月
に
文
部
科
学
省
が
実
施
し

た
全
国
学
力
テ
ス
ト
の
集
約
結
果
は
出

た
か
。
ま
た
、
参
考
点
、
反
省
点
等
は

あ
っ
た
か
。
集
約
結
果
は
公
開
す
る
の

か
。 

　
テ
ス
ト
の
結
果
集
約
は
い
ま
だ
文
部

科
学
省
か
ら
出
て
い
な
い
。
結
果
が
出

て
か
ら
扶
桑
町
の
教
育
実
績
の
た
め
に
、

参
考
点
、
反
省
点
は
考
え
て
い
く
。
結

果
の
公
開
に
つ
い
て
は
、
学
校
間
の
序

列
化
を
す
る
よ
う
な
公
表
は
し
な
い
。

た
だ
し
、
結
果
を
分
析
し
、
扶
桑
町
の

子
ど
も
た
ち
の
傾
向
と
特
徴
を
広
報
等

で
町
民
に
知
ら
せ
て
い
く
。
ま
た
、
今

後
の
教
育
実
践
に
生
か
し
て
い
く
。 

 

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置 

　
先
生
た
ち
の
訓
練
は
で
き
て
い
る
か
。

休
日
等
の
グ
ラ
ン
ド
利
用
日
に
使
用
で

き
る
の
か
。 

　
町
内
全
小
中
学
校
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
設
置

済
み
で
あ
る
。
本
年
８
月
ま
で
に
全
教

員
が
丹
羽
消
防
署
よ
り
講
習
を
受
け
た
。

休
日
利
用
は
校
舎
が
開
い
て
い
れ
ば
利

用
で
き
る
。 

 

老
人
介
護
施
設
に
つ
い
て 

　
高
齢
化
社
会
の
到
来
と
と
も
に
核
家

族
化
が
進
み
、
高
齢
者
家
庭
、
独
居
老

人
が
増
え
て
い
る
。
町
内
の
老
人
介
護

施
設
の
収
容
数
と
待
機
者
数
は
。
介
護

保
険
の
下
24
時
間
介
護
で
き
る
施
設
が

必
要
な
現
在
、
扶
桑
町
で
は
ど
う
取
り

組
ん
で
い
く
の
か
。 

　
総
収
容
数
２
５
０
名
余
り
に
対
し
、

待
機
者
は
１
３
０
名
ほ
ど
で
あ
る
。
現

在
、
新
た
な
施
設
の
計
画
は
な
い
。
し

か
し
、
適
切
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
で
き

る
よ
う
に
、
県
と
相
談
し
な
が
ら
町
と

し
て
進
め
て
い
く
。 

防災訓練で丹羽消防署員によるＡＥＤ操作実演防災訓練で丹羽消防署員によるＡＥＤ操作実演 防災訓練で丹羽消防署員によるＡＥＤ操作実演 

団
塊
世
代
の
大
量
定
年
退
職
に
伴
う
財
政
へ
の
影
響
は

団
塊
世
代
の
大
量
定
年
退
職
に
伴
う
財
政
へ
の
影
響
は 

団
塊
世
代
の
大
量
定
年
退
職
に
伴
う
財
政
へ
の
影
響
は 

児
玉
孝
明
議
員 

　
地
方
財
政
の
現
状
は
、
「
都
市
部｣

と
「
非
都
市
部
」
の
二
極
化
傾
向
に
あ

り
、
都
市
部
で
は
、
団
塊
世
代
の
大
量

定
年
退
職
に
よ
る
住
民
税
な
ど
が
減
少

傾
向
に
入
る
一
方
、
高
齢
者
の
増
加
に

よ
り
社
会
保
障
の
急
増
が
予
想
さ
れ
、

こ
の
傾
向
は
企
業
立
地
に
乏
し
い
ベ
ッ

ド
タ
ウ
ン
で
顕
著
に
現
れ
る
。 

　
扶
桑
町
で
は
、
年
齢
別
人
口
統
計
か

ら
、
５
年
後
に
は
課
税
所
得
者
が
６
０

０
人
以
上
、
医
療
制
度
改
正
の
経
過
措

置
が
切
れ
る
７
年
後
に
は
７
０
０
人
以

上
が
減
る
と
思
わ
れ
る
。 

　
地
元
新
聞
の
分
析
で
は
、
名
古
屋
圏

で
は
そ
れ
ほ
ど
深
刻
で
は
な
い
と
し
て

い
る
が
、
町
財
政
の
影
響
と
対
策
は
。 

　
仮
に
、
今
後
も
今
年
の
課
税
所
得
の

上
昇
率
が
２
・
２
％
で
推
移
す
る
と
、

今
後
５
年
間
程
度
は
団
塊
世
代
の
大
量

退
職
に
よ
る
住
民
税
の
減
少
は
あ
る
が
、

そ
の
他
の
増
加
要
因
に
よ
り
平
成
19
年

度
並
み
の
税
額
は
確
保
で
き
る
が
、
上

昇
率
が
１
・
５
％
を
下
回
る
と
平
成
19

年
度
並
の
税
額
を
確
保
で
き
な
い
恐
れ

も
あ
り
、
今
後
の
経
済
動
向
の
注
視
が

必
要
。 

　
医
療
費
等
の
影
響
は
、
退
職
者
医
療

に
つ
い
て
は
補
て
ん
が
あ
り
影
響
は
な 

い
が
、
退
職
者
医
療
制
度
が
制
度
改
正

に
よ
り
平
成
27
年
度
か
ら
一
般
医
療
に

移
る
こ
と
に
よ
り
、
補
て
ん
が
無
く
な

る
た
め
町
の
負
担
が
増
加
す
る
。 

　
今
後
、
ま
す
ま
す
高
齢
化
が
進
み
、

こ
れ
ら
の
問
題
は
大
局
的
に
は
影
響
が

あ
り
、
収
入
の
推
移
と
施
策
の
効
果
な

ど
を
検
証
し
、
行
政
全
体
の
枠
組
み
の

中
で
財
政
健
全
化
を
目
指
し
行
政
に
あ

た
る
。 

　
団
塊
世
代
の
方
は
、
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
の
大
変
強
力
な
戦
力
で
あ
り
、
そ

の
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
。 

人口ピラミッド（平成19年9月末現在） 
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参
院
選
の
結
果
を
町
政
に
生
か
せ

参
院
選
の
結
果
を
町
政
に
生
か
せ 

参
院
選
の
結
果
を
町
政
に
生
か
せ 

小
林
　
明
議
員 

　
参
議
院
選
挙
で
、
国
民
は
自
民
党
・

公
明
党
の
構
造
改
革
の
名
に
よ
る
大
増

税
と
社
会
保
障
の
連
続
的
な
改
悪
な
ど

に
よ
る
国
民
生
活
破
壊
の
政
治
に
ノ
ー

の
審
判
を
下
し
た
。
扶
桑
町
政
も
行
政

改
革
の
名
で
大
増
税
と
住
民
へ
の
負
担

増
、
福
祉
切
り
捨
て
を
行
っ
て
い
る
。

住
民
は
こ
の
よ
う
な
生
活
破
壊
政
治
に

ノ
ー
を
示
し
た
。
町
長
は
参
議
院
選
挙

の
結
果
を
素
直
に
受
け
止
め
、
行
政
改

革
の
名
に
よ
る
住
民
生
活
破
壊
の
町
政

を
や
め
、
住
民
の
暮
ら
し
を
守
る
町
政

を
推
進
す
べ
き
だ
と
考
え
る
が
。 

　
参
議
院
選
挙
の
結
果
を
町
政
と
関
連

し
て
分
析
す
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
る
。

選
挙
結
果
は
世
論
の
反
映
で
は
あ
る
が
、

町
政
の
現
状
に
お
け
る
問
題
で
は
な
い
。 

 

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
・
保
険
料
の
減
免
制
度
を 

　
来
年
４
月
か
ら
実
施
さ
れ
る
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
は
、
高
い
保
険
料
、
医

療
差
別
な
ど
問
題
が
多
い
。
保
険
料
は

月
平
均
６
２
０
０
円
程
度
と
言
わ
れ
る

が
、
年
金
受
給
者
が
ど
の
程
度
で
平
均

保
険
料
に
な
る
の
か
。
低
所
得
者
へ
の

保
険
料
減
免
が
必
要
だ
が
。 

　
平
均
保
険
料
は
年
金
受
給
額
２
０
８

万
円
（
年
額
）。
保
険
料
と
減
免
制
度

は
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
で
検
討

中
。減
免
制
度
は
生
活
支
援
の
上
か
ら

要
望
し
て
い
く
。 

 

火
災
警
報
器
設
置
の
助
成
を 

　
火
災
警
報
器
設
置
が
義
務
づ
け
ら
れ

た
。
大
口
町
の
よ
う
に
助
成
を
。 

　
助
成
制
度
は
つ
く
ら
な
い
。
自
分
の

命
は
自
分
で
守
る
よ
う
お
願
い
し
た
い
。 

 

呼
吸
器
障
害
者
の
パ
ル
ス
オ
キ
シ
メ
ー
タ
ー
を 

　
呼
吸
器
障
害
者
の
日
常
生
活
用
具
に

パ
ル
ス
オ
キ
シ
メ
ー
タ
ー
を
加
え
る
か
。 

　
来
年
４
月
か
ら
加
え
る
よ
う
検
討
す

る
。 火災警報器 

天井取付型 壁取付型 

入
札
制
度
の
見
直
し
に
つ
い
て

入
札
制
度
の
見
直
し
に
つ
い
て 

入
札
制
度
の
見
直
し
に
つ
い
て 

片
野
春
男
議
員 

　
町
内
建
設
業
者
の
育
成
と
競
争
性
と

透
明
性
を
確
保
す
る
た
め
入
札
基
準
額

及
び
方
法
等
全
般
的
に
見
直
し
を
。 

　
建
設
工
事
の
入
札
に
お
い
て
は
、
情

報
の
公
表
等
を
積
極
的
に
行
い
透
明
性

の
確
保
に
努
め
、
競
争
性
の
推
進
に
つ

い
て
も
制
限
付
一
般
競
争
入
札
の
対
象

金
額
を
引
き
下
げ
る
等
適
宜
見
直
し
を

図
っ
て
い
る
。
ま
た
、
来
年
度
か
ら
電

子
入
札
を
一
部
導
入
し
、
契
約
に
お
け

る
競
争
性
と
透
明
性
を
確
保
し
た
い
。 

　
小
規
模
事
業
者
登
録
制
度
を
導
入
し

た
ら
ど
う
か
。 

　
１
３
０
万
円
以
下
の
建
設
工
事
に
つ

い
て
は
、
電
子
入
札
導
入
が
困
難
な
事

業
者
向
け
に
、
今
回
「
小
規
模
事
業
者

登
録
制
度
」
を
導
入
し
、
地
元
事
業
者

の
育
成
支
援
と
し
て
優
先
的
に
町
内
業

者
に
発
注
を
促
し
て
い
き
た
い
。 

 

不
交
付
団
体
と
な
っ
た
影
響
は 

　
本
町
が
不
交
付
団
体
と
な
っ
た
主
た

る
要
因
は
、
な
ん
と
考
え
て
い
る
か
。 

　
収
入
面
に
お
い
て
、
償
却
資
産
を
中

心
と
し
た
固
定
資
産
税
の
増
加
や
税
法

の
改
正
、
税
源
移
譲
等
に
よ
る
個
人
町

民
税
の
増
加
、
企
業
の
好
決
算
に
よ
る

法
人
町
民
税
の
増
加
が
大
き
い
。 

　
裕
福
度
の
も
の
さ
し
と
も
い
え
る
財

政
力
指
数
は
、
ど
の
程
度
か
。 

　
大
口
町
の
１
・
６
、
豊
田
市
の
１
・

９
に
対
し
、
本
町
は
１
・
０
０
５
で
あ

り
、
同
じ
不
交
付
団
体
と
い
っ
て
も
財

政
の
実
力
に
は
大
き
な
差
が
あ
る
。 

　
今
後
も
不
交
付
の
状
態
は
続
い
て
い

く
見
込
み
か
。 

　
今
年
増
え
た
償
却
資
産
が
年
々
減
額

と
な
る
こ
と
や
、
企
業
収
益
の
息
切
れ

等
に
よ
り
、
来
年
度
以
降
は
再
度
交
付

団
体
に
戻
る
と
見
込
ん
で
い
る
。 

電子入札の流れ電子入札の流れ 電子入札の流れ 
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減
災
対
策
に
つ
い
て

減
災
対
策
に
つ
い
て 

減
災
対
策
に
つ
い
て 

　
気
象
庁
は
、
10
月
１
日
か
ら
緊
急

地
震
速
報
の
一
般
提
供
を
開
始
す
る
。 

　
ま
た
、
消
防
庁
は
、
全
国
瞬
時
警
報

シ
ス
テ
ム
で
提
供
す
る
が
、
現
状
で
の

地
震
速
報
に
対
す
る
町
長
の
考
え
と
町

の
取
組
は
。 

　
テ
レ
ビ
放
送
等
を
通
じ
て
、
緊
急
地

震
速
報
の
一
部
提
供
を
前
に
、
町
と
し

て
も
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が
必
要
と
考

え
て
お
り
、
子
ど
も
た
ち
に
は
学
校
を

通
し
て
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
た
。 

　
ま
た
、
広
報
無
線
に
よ
る
住
民
へ
の

周
知
に
努
め
、
町
の
各
施
設
に
お
い
て

は
、
利
用
者
の
方
々
に
対
す
る
対
応
も

検
討
し
て
い
く
。 

　
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
の
件
に
つ

い
て
は
、
課
題
と
考
え
て
い
る
が
、
扶

桑
町
に
は
広
報
無
線
が
あ
る
の
で
、
可

能
な
ら
ば
利
用
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。 

　
行
政
に
お
け
る
事
業
継
続
計
画
と
は
、

自
然
災
害
や
、
予
期
せ
ぬ
事
態
が
発
生

し
た
時
で
も
、
住
民
の
生
命
・
財
産
を

守
り
、
生
活
の
早
期
復
旧
を
図
る
と
同

時
に
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
維
持

す
る
た
め
の
行
動
計
画
で
あ
る
。 

　
減
災
を
考
え
る
上
で
、
必
要
な
手
法

の
一
つ
と
思
う
が
、
町
長
の
考
え
は
。 

　
学
校
・
保
育
園
施
設
の
耐
震
補
強
工

事
を
始
め
、
無
料
耐
震
診
断
な
ど
の
震

災
対
策
事
業
を
推
進
し
て
い
る
。 

　
災
害
時
に
お
い
て
も
、
住
民
に
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
維
持
継
続
す
る
こ
と
は
、

大
変
重
要
な
こ
と
と
考
え
て
い
る
。 

　
減
災
対
策
に
努
め
る
と
と
も
に
、
万

が
一
の
場
合
で
も
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

維
持
継
続
が
で
き
る
よ
う
に
、
事
業
継

続
計
画
を
研
究
し
た
い
。 

小中学校に配布した緊急地震速報パンフレット 

千
田
勝
隆
議
員 

安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
支
援
事
業
の
充
実
を

安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
支
援
事
業
の
充
実
を 

安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
支
援
事
業
の
充
実
を 

　
保
育
料
の
値
上
げ
は
、
子
育
て
中
の

親
に
と
っ
て
は
大
変
な
負
担
。
連
続
値

上
げ
は
中
止
す
る
こ
と
。
ま
た
、
第
３

子
以
降
の
保
育
料
無
料
制
度
の
条
件
を

緩
和
で
き
な
い
か
。 

　
18
歳
未
満
を
含
め
た
第
３
子
目
以
降

と
改
正
し
て
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。 

　
子
ど
も
の
医
療
費
無
料
制
度
を
義
務

教
育
ま
で
実
施
で
き
な
い
か
。 

　
県
が
子
ど
も
医
療
制
度
と
し
て
補
助

拡
大
を
検
討
し
て
い
る
。
町
と
し
て
ど

こ
ま
で
拡
大
で
き
る
か
検
討
し
て
い
る
。 

　
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
、
マ
ン
モ

ス
化
し
て
い
る
留
守
家
庭
児
童
会
の
改

善
を
行
う
た
め
に
も
、
早
急
に
児
童
館

建
設
計
画
を
具
体
化
す
る
必
要
が
あ
る
。

検
討
は
ど
こ
ま
で
進
ん
で
い
る
か
。 

　
職
員
で
組
織
す
る
放
課
後
子
ど
も
プ

ラ
ン
検
討
委
員
会
で
検
討
し
て
い
る
。 

 

特
定
健
康
診
断
に
つ
い
て 

　
来
年
度
よ
り
従
来
の
基
本
健
康
審
査

に
変
わ
っ
て
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
の
予
防
だ
け
に
重
点
を
お
い
た

特
定
健
康
審
査
（
40
才
以
上
74
才
以
下

が
対
象
）
が
実
施
さ
れ
る
。
こ
れ
ま
で

の
基
本
健
康
審
査
と
同
じ
く
自
己
負
担

は
行
わ
な
い
こ
と
。
ま
た
、
町
の
国
保

加
入
者
以
外
の
住
民
健
診
は
ど
う
な
る

の
か
。 

　
自
己
負
担
に
つ
い
て
は
財
政
部
局
と

協
議
中
。
扶
桑
町
の
特
定
健
診
は
国
保

加
入
者
が
対
象
。
そ
れ
以
外
の
保
健
組

合
の
家
族
に
つ
い
て
は
関
係
機
関
と
協

議
す
る
こ
と
に
な
る
。 

 

新
愛
岐
大
橋
建
設
計
画
は
白
紙
に 

　
計
画
は
、
現
在
も
住
民
の
理
解
を
得

ら
れ
ず
反
対
も
強
い
。
新
し
い
橋
の
計

画
よ
り
、
現
在
の
愛
岐
大
橋
の
安
全
の

た
め
に
複
線
化
を
含
め
た
改
修
が
必
要
。

そ
の
た
め
に
も
計
画
は
白
紙
に
す
べ
き
。 

　
今
後
も
誠
意
を
持
っ
て
説
明
し
た
い
。 

小
室
美
代
子
議
員 

留守家庭児童会（柏森学供）留守家庭児童会（柏森学供） 留守家庭児童会（柏森学供） 
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道路整備の促進と道路整備財源確保についての意見書 

子どもの医療費無料制度に関する意見書 

　道路は、豊かな生活や経済・社会活動を支える基盤であり、その整備はすべての住民が等しく熱望するところである。 
　また、高齢化、少子化が進展している中、社会基盤施設を計画的に充実させることが大切である。さらに、道路は想定される
東海地震などの緊急輸送道路・避難経路などとして利用され、安全で安心できる地域づくりを実現するために、より一層重要な
施設と位置づけられる。 
　本町は愛知県の北西部に位置し、名古屋市のベットタウンとして、また内陸工業地域として発展してきた。しかしながら、本
町の重要路線である国道４１号線や主要地方道一宮犬山線は、慢性的な渋滞で日常生活にも支障をおよぼし、その他の一般県道
や町道は整備が著しく立ち遅れている。一方、財源不足から道路整備は進まず、危険と隣り合わせの状況であり、各所で渋滞や
事故などが発生している。その解消が地域住民の切実な願いである。 
　道路整備や維持管理には多くの財源が必要であり、大変厳しい財政状況にある本町でも多額の一般財源を投入しなければなら
ないため、住民生活に多大な影響をもたらしている。 
　よって、国においては、安定的な財源を確保し、着実な道路整備・管理に向けて、地方の道路整備を進めるよう強く要望する。 

提出先は、衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、総務大臣、国土交通大臣、財務大臣、経済産業大臣あてです 

　少子化が深刻な事態になっています。少子化問題を解決するためには、若い人たちが子育てしやすい環境をつくることが非常
に重要です。 
　特に地方自治体の子育て支援において、子どもの医療費無料制度は一つの柱です。現在全国の市町村で子どもの医療費無料制
度を拡充し、子育て支援を行っています。政府は、こうした市町村の努力を支援するのが当然です。しかし、それとは逆に子ど
もの医療費を医療機関の窓口で無料にしている市町村に対し、国民健康保険財政で補助金を減額する制裁を加えています。 
　今必要なことは、子どもの医療費無料制度を拡充し、若い父母を支援することであって、国が制裁という形でそれを妨害する
ことではありません。 
　よって、本町議会は子どもの医療費無料制度の拡充のために、政府に対し、以下の事項を実現されることを強く求めます。 

記 
１．国の制度として、小学校就学前まで医療費無料制度をつくること。 
２．福祉医療制度に対する市町村への調整交付金の減額を行わないこと。 

提出先は、内閣総理大臣、厚生労働大臣、財務大臣あてです 

　クレジット契約は、代金後払いで商品が購入できる利便性により消費者に広く普及している一方で、強引・悪質な販売方法と
結びつくと高額かつ深刻な被害を引き起こす危険な道具にもなるものである。 
　現在、クレジット会社の与信審査の甘さから、年金暮らしの高齢者に対し、支払能力を超える大量のリフォーム工事、呉服等
の次々販売が繰り返されたり、年齢・性別を問わず、クレジット契約を悪用したマルチ商法・内職商法その他の詐欺的商法の被
害が絶えないところである。このようなクレジット被害は、クレジット契約を利用するがゆえに悪質な販売行為を誘発しがちと
なるクレジット契約の構造的危険性から生じる病理現象であると言える。 
　経済産業省の産業構造審議会割賦販売分科会基本問題小委員会は、このような深刻なクレジット被害を防止するため、平成19
年2月から、クレジット被害の防止と取引適正化に向けて割賦販売法の改正に関する審議を進めており、本年秋には法改正の方
向性が示される見込みにある。今回の改正においては、消費者に対し、安心・安全なクレジット契約が提供されるために、クレ
ジット会社の責任においてクレジット被害の防止と取引適正化を実現する法制度が必要である。 
　よって、当議会は国会及び政府に対し、割賦販売法改正に当たっては次の事項を実現するよう強く要望する。 

記 
１．（過剰与信規制の具体化） 
　　クレジット会社が、顧客の支払能力を超えるクレジット契約を提供しないように、具体的な与信基準を伴う実効性ある規制
を行うこと。 
２．（不適正与信防止義務と既払金返還責任） 
　　クレジット会社には、悪質販売行為等にクレジット契約を提供しないように、加盟店を調査する義務だけでなく、販売契約
が無効・取消・解除であるときは、既払金の返還義務を含むクレジット会社の民事共同責任を規定すること。 
３．（割賦払い要件と政令指定商品制の廃止） 
　　１～２回払いのクレジット契約を適用対象に含め、政令指定商品制を廃止することにより、原則としてすべてのクレジット
契約を適用対象とすること。 
４．（登録制の導入） 
　　個品方式のクレジット事業者（契約書型クレジット）について、登録制を設け、契約書面交付義務及びクーリング・オフ制
度を規定すること。 

提出先は、衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、経済産業大臣あてです 



　私立学校は、公立学校とともに県民の教育を受ける権利を保障する上で重要な役割を担っており、県においては、学費と教育
条件の公私間格差是正と父母負担軽減を目的として、「経常費２分の１助成（愛知方式）」、「授業料助成」など、各種助成措置を
講じてきたところである。 
　しかし、平成11年度に経常費助成が総額15％カットされ、授業料助成も対象家庭が縮小された。その後、県の私学関係予算は、
国の私学助成増額を土台に、単価では増額に転じつつあるが、総額抑制が続いており、平成10年度実績は回復されておらず、少
子化による生徒減とも重なって、多くの学園の経営は深刻な事態となっている。その一方で、公立教育費は平成10年度実績を上
回るなど充実が図られており、このままでは、学費と教育条件の公私格差が一層拡大し、教育改革にも重大な影響が出ることは
必至である。 
　さらに、「経済的理由」で退学したり、授業料を滞納する生徒が依然として多い。また、私学を選びたくても選ぶことのでき
ない層が広がり、学費の公私格差が学校選択の障害となり、「教育の機会均等」を損なっている。 
　私立高等学校は、生徒急増期においては、生徒収容で多大な役割を担うなど、「公私両輪体制」で県下の「公教育」を支えて
きたものであり、それは、長年に渡る県政の最重点施策でもあった。確かに、県の財政難には厳しいものがあるが、そうした時
だからこそ、公私立間で均衡のとれた財政措置をとることが求められている。 
　貴職におかれては、父母負担の軽減と教育改革を願う広範な県民の要求にこたえ、学校と教育を最優先する施策を推進するこ
とこそが望まれている。 
　したがって、当議会は、私立高等学校等への経常費助成を増額するとともに、父母負担軽減に大きな役割を果たしている授業
料助成を拡充し、直ちに平成10年度水準を回復されることを強く要望する。 

　私立学校は、公立学校とともに国民の教育を受ける権利を保障する上で重要な役割を担っており、国においても、学費の公私
間格差是正を目的とした私立学校振興助成法を昭和50年に制定し、文部省（現文部科学省）による国庫助成たる各種助成措置を
講じてきたところである。 
　しかし、地方自治体では、財政難を理由とした私学助成見直しの動きがある中で愛知県においても、平成11年度に総額15％、
生徒一人当たり約５万円に及ぶ経常費助成（一般）の削減がなされた。 
　その後、県の私学関係予算は、国の私学助成の増額ともあいまって、単価では増額に転じつつあるが、総額抑制は続いており、
15％カットの影響は大きく、少子化による生徒減とも重なって、多くの学園の経営は深刻な事態となっている。このままでは、
学費と教育条件の公私格差が一層拡大し、緒についた教育改革にも重大な影響が出ることは必至である。 
　さらに、「経済的理由」で退学したり、授業料を滞納する生徒が依然として多い。また、私学を選びたくても選ぶことができ
ない層が広がり、学費の公私格差が学校選択の障害となり、「教育の機会均等」を損なっている。 
　このような私学を取り巻く状況の中で、都道府県における私学助成制度の土台となっている国の私学助成が果たす役割はます
ます大きくなっている。 
　今年度予算では、前年度実績が堅持されたが、しかし、現在もなお、国の「骨太方針」では、「5年間にわたり、１％削減」
方針が打ち出されている。 
　貴職におかれては、父母負担の軽減と教育改革を願う広範な父母国民の要求にこたえ、学校と教育を最優先する施策を推進す
ることこそが望まれている。 
　よって、当議会は政府に対し、国の責務と私学の重要性にかんがみ、私立学校振興助成法に基づく国庫補助制度を堅持すると
ともに、私立高等学校以下の国庫補助金とそれに伴う地方交付税交付金を充実し、私立高等学校以下の経常費補助の一層の拡充
を図られるよう強く要望する。 
　あわせて、父母負担の公私格差を是正するための授業料助成の充実と、専任教職員増など「教育改革」の促進を目的とした特
別助成の実現を強く要望する。 

愛知県の私学助成の増額と拡充に関する意見書 

（14）ふそう議会だより 平成19年11月１日 

学級規模の縮小と次期定数改善計画の実施を求める意見書 
　未来を担う子どもたちが健やかに成長していくことは、すべての国民の切なる願いです。しかし、学校現場では依然としてい
じめや不登校、非行問題行動など、克服すべき課題が山積しています。また、特別支援教育の在り方や日本語教育の必要な子ど
もの増加など新たな課題に直面しています。このような様々な課題に対応するためには、学級規模の縮小は不可欠です。 
　また、各地方自治体ごとに学級規模の縮小が行われているものの、その配置教員等の財政負担は本来国が負うべきものです。
一方、文部科学省は第８次定数改善計画を策定したものの、その実施については見送られたままになっています。また、「教育
課題対応緊急３か年対策」についても、学校現場の要求に十分に応じたものとは言えません。 
　一人一人に行き届いた教育を実現するためには、子どもたちによりきめ細かな指導が可能となるようにしていかなければなり
ません。そのためにも、教職員定数増をはじめとした教育条件整備が重要であり、次期定数改善計画の早期実施が望まれます。 
　よって、平成20年度の政府予算編成期にあたり、学級規模の縮小と教職員次期定数改善計画の早期実施にむけて、十分な予算
確保をされるよう要望します。 

提出先は、内閣総理大臣、財務大臣、文部科学大臣、総務大臣あてです 

国の私学助成の増額と拡充に関する意見書 

提出先は、内閣総理大臣、財務大臣、文部科学大臣、総務大臣あてです 

提出先は、愛知県知事あてです 
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